


著
作
を
中
心
と
す
る
復
本

一
郎
先
生
略
年
譜

昭
和
十
八
年
二

九
四
三
)
(〇
歳
)

九
月
五
日
､
愛
媛
県
宇
和
島
市
元
結
掛
九
十
四
番
地
に
生
ま
れ
る
｡

父
'
岩
見
(二
十
八
歳
)'
母
､
清
子
(二
十
三
歳
)｡
父
は
'
神
奈

川
大
学
事
務
局
長
'
常
務
理
事
と
し
て
昭
和
四
十
九
年
(
1
九
七

四
)
七
月
十
二
日
没
'
享
年
五
十
九
(菩
提
寺
は
'
宇
和
島
市
の
仏

海
禅
寺
)｡
母
は
'
健
在
(八
十
八
歳
)｡

昭
和
二
十
五
年
二

九
五
〇
)
(七
歳
)

四
月

一
日
'
横
浜
市
立
磯
子
小
学
校
入
学
｡
父
の
仕
事
の
関
係
で
'

昭
和
二
十
三
年
(
一
九
四
八
)'
五
歳
の
時
に
横
浜
市
磯
子
区
磯
子

町
二
百
七
十
八
番
地
に
転
居
し
た
こ
と
に
よ
る
｡

昭
和
二
十
八
年
二

九
五
三
)
(十
歳
)

九
月

一
日
'
横
浜
市
神
奈
川
区
栗
臼
谷
十
四
番
地
へ
の

一
時
的
転

居
に
と
も
な
い
横
浜
市
立
青
木
小
学
校
に
転
校
｡
三
ケ
月
後
'
今

のち

の
住
所
､
横
浜
市
港
北
区
篠
原
町
九
百
三
十
六
番
地
(後
､
篠
原
東

二
丁
目
二
十
四
番
地
二
十

一
に
住
所
表
示
変
更
)
に
転
居
｡

昭
和
三
十

一
年
(
一
九
五
六
)
(十
三
歳
)

三
月
三
十

一
日
､
横
浜
市
立
青
木
小
学
校
卒
業
｡

四
月

一
日
へ
横
浜
市
立
栗
田
谷
中
学
校
入
学
｡

昭
和
三
十
四
年
(
一
九
五
九
)
(十
六
歳
)

三
月
三
十

一
日
､
横
浜
市
立
栗
田
谷
中
学
校
卒
業
｡

四
月

一
日
'
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
入
学
｡
こ
の
年
の

第

一
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
で
､
詩
入
選
(タ
イ
ト
ル
｢日
記
｣
)｡
こ

れ
が
高
等
学
校
時
代
の
唯

一
の
出
来
事
｡
時
の
校
長
は
､
神
奈
川

県
教
育
界
の
重
鎮
佐
田
稔
先
生
｡

昭
和
三
十
七
年
二

九
六
三
)
(十
九
歳
)

三
月
三
十

一
日
'
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
卒
業
O

四
月

一
日
'
早
稲
田
大
学
第

1
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
修
大
学
｡

昭
和
四
十

一
年
(
一
九
六
六
)
(二
十
三
歳
)

三
月
三
十

一
日
'
早
稲
田
大
学
第

一
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
修

卒
業
｡

四
月

一
日
'
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修



士
課
程
入
学
｡

六
月

一
日
'
第
二
文
学
部
の
副
手
と
な
る
｡
こ
れ
に
よ
り
'
大
学

院
在
籍
中
は
､
授
業
料
を
免
除
さ
れ
る
｡

九
月
三
十
日
'
院
生
を
中
心
と
し
た
研
究
雑
誌

｢文
芸
と
批
評
｣

第
二
巻
第
二
号
に

｢芭
蕉
俳
詔
に
於
け
る

｢さ
び
｣
｣
を
寄
稿
｡
百

七
枚
(四
百
字
詰
)
の
卒
業
論
文
を
三
十
枚
程
度
に
ま
と
め
た
最
初

の
論
文
の
ご
と
き
も
の
｡
当
時
'
岡
山
大
学
法
文
学
部
助
教
授
赤

羽
学
氏
が
著
書

『芭
蕉
俳
譜
の
精
神
』
(昭
和
四
十
五
年
十

一
月
'

清
水
弘
文
堂
書
房
刊
)
の
中
で
'
こ
の

｢さ
び
｣
論
に
つ
い
て
触
れ
'

評
価
し
て
下
さ
る
｡

昭
和
四
十
四
年
二

九
六
九
)
(二
十
六
歳
)

三
月
三
十

一
日
'
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専

攻
修
士
課
程
修
了
(文
学
修
士
)｡
修
士
論
文
は

｢
｢さ
び
｣考
-

｢さ
び
し
｣
の
肯
定
と
し
て
の
芭
蕉

へ
の
道
程
-
｣
四
百
三
十
枚

(四
百
字
詰
)
0

四
月

一
日
､
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博

士
課
程
入
学
｡

昭
和
四
十
五
年
(
一
九
七
〇
)
(二
十
七
歳
)

五
月
十
日
､
高
等
学
校
教
論

一
級
普
通
免
許
(国
語
)
取
得
｡

十
月
四
日
'
長
野
県
南
佐
久
郡
出
身
の
新
津
陽
子
(二
十
二
歳
)
と

結
婚
｡
三
人
の
男
子
(寅
之
介
'
隆
司
､
文
人
)
誕
生
｡
長
男
､
次

男
は
福
岡
で
､
三
男
は
静
岡
で
誕
生
｡

昭
和
四
十
七
年
二

九
七
二
)
(二
十
九
歳
)

三
月
三
十

一
日
､
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単

位
取
得
満
期
退
学
｡

四
月

一
日
'
福
岡
教
育
大
学
助
手
(文
部
教
官
教
育
職
(
一
)
四
等

級
七
号
俸
)
に
採
用
さ
れ
る
｡
初
任
給
､
七
万
八
千
五
百
円
也
｡

福
岡
県
粕
屋
郡
古
賀
町
久
保
の
官
舎
に
転
居
｡
昭
和
四
十
八
年
(

一
九
七
三
)
'
講
師
'
四
十
九
年
'
助
教
授
｡
福
岡
で
の
生
活
は
五

年
間
｡

昭
和
四
十
八
年
(
一
九
七
三
)
(三
十
歳
)

四
月
五
日
､
石
田
吉
貞
先
生
､
栗
山
理

一
先
生
の
推
挽
に
よ
り
'

塙
選
書
の

1
冊
と
し
て

『網
棚
批
｢さ
び
｣
の
構
造
』
(塙
書
房
)
を

処
女
出
版
(書
き
下
し
)｡
担
当
編
集
者
は
'
吉
田
嘉
次
氏
｡
小
西

甚

一
著

『日
本
文
聾
史
Ⅳ
』
で
'
本
書
の

｢し
は
り
｣
論
に
つ
い

て
の
言
及
が
あ
る
｡
こ
の
書
に
よ
っ
て
'
昭
和
四
十
九
年
(
一
九

七
四
)
十

一
月
､
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
窪
田
空
穂
賞
を
授
与
さ

れ
る
｡
ま
た
'
『現
代
俳
句
大
辞
典
』
(明
治
書
院
)
に
本
書
が
独
立

項
目
と
し
て
立
項
収
録
さ
れ
る
｡

昭
和
四
十
九
年
二

九
七
四
)
(三
十

一
歳
)

十
月
十
二
日
'
『芭
蕉
連
句
評
釈
-
靴
明
抄
』
(雄
山
閣
)
出
版
｡
亡
父
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追
善
の
書
な
が
ら
､
誤
植
多
く
'
反
省
し
き
り
の
書
｡

昭
和
五
十
二
年
二

九
七
七
)
(三
十
四
歳
)

三
月
三
十

一
日
'
福
岡
教
育
大
学
助
教
授
を
辞
職
す
る
｡

四
月

一
日
'
静
岡
女
子
大
学
(県
立
)
文
学
部
国
文
学
科
助
教
授
と

な
る
｡
静
岡
市
瀬
名
の
県
職
員
宿
舎
に
転
居
｡

昭
和
五
十
四
年
(
一
九
七
九
)
(三
十
六
歳
)

四
月
五
日
'
三
冊
目
の
著
作
'
古
川
叢
書
の

一
冊
と
し
て
の

『芭

蕉
の
美
意
識
』
(古
川
書
房
)
を
出
版
｡
栗
山
理

一
先
生
に
序
文
を

書
い
て
い
た
だ
く
O
｢復
本
君
の
芭
蕉
研
究
は
前
著

『謂
S
rさ
び
｣

の
構
造
』
こ
の
か
た
そ
の
主
題
は
芭
蕉
の
美
意
識
や
そ
の
形
象
美

の
究
明
に
あ
り
'
本
書
は
そ
の
続
編
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡

営
々
と
し
て
倦
む
を
知
ら
ぬ
精
進
ぶ
り
は
多
と
す
べ
き
で
あ
る
｣

と
お
書
き
下
さ
る
も
'
雑
纂
的
な

一
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

みず
か

に

自

ら

不
満
が
残
り
'
こ
れ
ま
た
反
省
し
き
り
の
著
作
｡

九
月
三
十
日
'
静
岡
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
助
教
授
を
辞
職

す
る
｡

十
月

一
日
'
静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
(国
文
学
コ
ー
ス
)
助

教
授
と
な
る
｡

一
時
'
静
岡
市
大
谷
の

二
戸
建
て
の
借
家
に
転
居
､

のち後'

静
岡
市
小
鹿
の
官
舎
に
入
る
｡
静
岡
で
の
生
活
は
'
十
二
年

間

｡

昭
和
五
十
六
年
二

九
八

こ

(三
十
八
歳
)

お
に
つ
ら

ひ
と
り

八
月
十
日
'
講
談
社
学
術
文
庫
の

一
冊
と
し
て
『
鬼

貫

の
｢
独

ご

と
｣
全
訳
注
』
(講
談
社
)
出
版
｡
『独
ご
と
』
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
'

は
じ
め
て
訳
注
を
施
し
た
も
の
(書
き
下
し
)
｡
本
書
を
執
筆
し
た

みず
か

こ
と
で
'
自

ら
の
俳
論
研
究
の
方
向
が
定
ま
る
｡
平
成
八
年
(
一

九
九
六
)
'
七
刷
と
な
る
が
､
以
後
品
切
れ
｡

昭
和
五
十
七
年
二

九
八
二
)
(三
十
九
歳
)

六
月
二
十
日
'
編
集
に
携
わ
っ
た

『総
合
芭
蕉
事
典
』
(雄
山
閣
)

刊
O
全
体
的
な
構
成
の
礎
案
を
作
成
｡
『芭
蕉
連
句
評
釈
』
出
版
の

縁
を
も
っ
て
､
当
時
の
雄
山
閣
編
集
長
芳
賀
章
内
氏
に
相
談
し
て

実
現
し
た
企
画
｡
監
修
者
に
栗
山
理

一
先
生
を
仰
ぐ
｡
私
以
外
の

編
集
者
尾
形
伽
･山
下

一
海
両
氏
は
'
栗
山
先
生
が
協
力
を
要
請

さ
れ
た
も
の
｡
編
者
を
除
く
項
目
執
筆
者
は
三
十
四
名
｡
使
い
勝

手
の
よ
い
芭
蕉
事
典
に
な
っ
た
と
多
少
自
負
し
て
い
る
｡
｢わ
び
｣

｢さ
び
｣
｢か
る
み
｣
等
の
項
執
筆
｡

七
月
七
日
'
学
士
会
館
に
て
三
島
海
雲
記
念
財
団
研
究
奨
励
賞

(金
)
を
贈
呈
さ
れ
る
｡
テ
ー
マ
は

｢鬼
貫
の
研
究
｣
｡

昭
和
五
十
八
年
二

九
八
三
)
(四
十
歳
)

七
月
三
十
日
､
塙
新
書
の

一
冊
と
し
て

『さ
び
-
俊
成
よ
り
芭
蕉

へ
の
展
開
-
』
(塙
書
房
)
出
版
(書
き
下
し
)｡
編
集
担
当
者
は
'

吉
田
嘉
次
氏
｡
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十
二
月
十
日
'
中
田
祝
夫
編
監
修

『古
語
大
辞
典
』
(小
学
館
)
の

｢さ
び
｣
の
項
を
署
名
執
筆
｡
こ
れ
に
て
'
卒
業
論
文
以
来
十
七

年
間
に
わ
た
る

｢さ
び
｣
研
究
が
自
分
な
り
に

一
段
落
し
た
｡

昭
和
五
十
九
年
二

九
八
四
)
(四
十

一
歳
)

六
月
二
十
日
'
角
川
選
書
の

一
冊
と
し
て

『笑
い
と
謎
-
俳
詔
か

ら
俳
句
へ
ー
』
(角
川
書
店
)
出
版
｡
俳
謡
'
俳
句
を
貫
通
す
る
特

質
を

｢笑
い
｣
と

｢謎
｣
に
あ
る
と
し
た
も
の
｡
本
書
で
は
じ
め

ナ

は
れ

お
お
や
け

て
私
の
(秦
)

と
(
晴

)

の
俳
譜
･俳
句
理
論
を

公

に

す
る
｡
時
事
通

信
記
者
藤
田
昌
治
氏
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
'
そ
の
記
事
が

｢著
者
と
語
る
｣
と
し
て
地
方
紙
各
紙
に
報
じ
ら
れ
る
｡
｢朝
日
新

聞
｣
の

｢読
書
｣
欄
で
も
紹
介
さ
れ
る
｡

六
月
二
十
四
日
'
清
水
市
三
保
海
岸
の
羽
衣
ホ
テ
ル
で
'
『笑
い
と

謎
』
出
版
祝
賀
会
を
開
い
て
下
さ
る
｡
発
起
人
は
'
福
井
貞
助
･阿

辻
哲
次
･本
宮
鼎
三
氏
等
｡
上
田
五
千
石
氏
･樫
井
武
次
朗
氏
･伊

達
百
合
氏
等
が
出
席
下
さ
る
｡

昭
和
六
十
年
二

九
八
五
)
(四
十
二
歳
)

三
月
三
日
'
静
岡
大
学
人
文
学
部
に
て
静
大
俳
句
会
創
設
'
顧
問

と
な
り

｢静
大
俳
句
｣
を
創
刊
.
毎
年

一
回
発
行
.
編
集
の
任
に

当
る
｡
第
五
号
ま
で
か
か
わ
る
｡

昭
和
六
十

一
年
二

九
八
六
)
(四
十
三
歳
)

六
月
二
十
五
日
'
エ
ッ
セ
イ
集

『古
俳
書
つ
れ
づ
れ
』
(東
海
美
術

社
出
版
部
刊
)
出
版
｡
題
字
を

『伊
勢
物
語
』
研
究
の
第

一
人
者

福
井
貞
助
先
生
(当
時
'
静
岡
大
学
教
授
)
に
お
書
き
い
た
だ
く
｡

静
岡
時
代
の
交
遊
録
｡

昭
和
六
十
二
年
二

九
八
七
)
(四
十
四
歳
)

四
月
十
五
日
'
『本
質
論
と
し
て
の
近
世
俳
論
の
研
究
』
(風
間
書

戻
)
出
版
｡
A
5
版
'
六
百
三
十
七
ペ
ー
ジ
｡
俳
論
研
究
の
集
大

成
｡
俳
論
史
に
(和
歌
離
れ
)
(和
歌

一
体
化
)
の
視
座
を
定
め
た
こ

と
と
'
『去
来
抄
』
の
江
戸
時
代
の
新
出
注
釈
資
料
で
あ
る
田
辺
文

里
著

『去
来
抄
解
』
を
翻
刻
紹
介
し
た
こ
と
と
が
特
色
か
｡

七
月
二
十
五
日
刊
の
日
本
の
名
随
筆
57
､
半
村
良
編

『謎
』
(作
品

社
)
の
中
に

『笑
い
と
謎
-
俳
詔
か
ら
俳
句
へ
ー
』
所
収
の

｢謎
の

句
｣
が
収
録
さ
れ
る
｡
半
村
良
氏
の
編
で
あ
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
｡

昭
和
六
十
三
年
(
I
九
八
八
)
(四
十
五
歳
)

四
月

一
日
'
静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
(国
文
学
コ
ー
ス
)
教

授
に
昇
任
｡

四
月
二
十
五
日
'
『芭
蕉
古
池
伝
説
』
(大
修
館
書
店
)
出
版
(書
き

か
はず
とび

下
し
)
｡
芭
蕉
の
(古
池
や

蛙

飛

こ

む
水
の
を
と
)
の

一
句
を
､
多

視
点
か
ら
探
り
'
人
気
の
秘
密
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
も
の
｡

東
京
都
世
田
谷
区
立
中
央
図
書
館
に
て
テ
ー
プ
化
さ
れ
る
｡

♂



ナ

は
れ

五
月
五
日
'
『俳
句
読
本
』
(雄
山
閣
)
出
版
｡
(秦
)

と
(
晴

)

を
視
座

に
置
い
て
の

1
書
O
俳
人
の
上
田
五
千
石
氏
が
裏
表
紙
に
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
て
下
さ
る
｡

六
月
十
四
日
'
｢本
質
論
と
し
て
の
近
世
俳
論
の
研
究
｣
に
よ
っ
て

早
稲
田
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
｡
審
査
は
'

神
保
五
爾
教
授
･嘩
峻
康
隆
名
誉
教
授
･堀
切
賓
教
授
･雲
英
末
雄

教
授
｡

七
月
二
十
三
日
､
静
岡
県
職
員
会
館
(も
く
せ
い
会
館
)
に
お
い
て

学
位
取
得
･著
書
出
版
の
祝
賀
会
を
開
い
て
下
さ
る
｡
発
起
人
は
'

福
井
貞
助
･佐
藤
彰
･上
杉
省
和
･寺
田
行
健
･島
村
正
･宮
地
安
雄
･

本
宮
鼎
三
の
各
氏
｡
出
席
者
は
'
上
田
五
千
石
･坪
内
稔
典
･日
野

資
純
･鷲
山
茂
雄
氏
等
六
十
八
名
｡

平
成
元
年
二

九
八
九
)
(四
十
六
歳
)

三
月
三
十

一
日
､
静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
(国
文
学
コ
ー

ス
)教
授
を
辞
職
｡

四
月

一
目
'
神
奈
川
大
学
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
教
授
に
就
任
｡

八
月
二
十
日
'
静
岡
s
B
S
テ
レ
ビ

｢ふ
る
さ
と
人
物
誌
･大
須
賀

鬼
卵
｣
に
出
演
｡
鬼
卵
の
人
物
像
に
つ
い
て
話
す
｡

九
月
二
十
日
'
『俳
人
名
言
集
』
(朝
日
新
聞
社
)
出
版
｡
朝
日
新
聞

社
の
大
峡
弘
通
･小
川
特
明
･杉
山
正
樹
の
三
氏
に
よ
っ
て
誕
生
し

た
本
｡
小
川
特
明
･杉
山
正
樹
両
氏
が
出
版
祝
い
を
し
て
下
さ
る
｡

朝
日
新
聞
社
の
社
旗
は
た
め
く
車
に
乗
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
経

験
を
し
た
｡
こ
の
本
は
'
平
成
四
年
(
一
九
九
二
)十

一
月
に
朝
日

文
庫
の

一
冊
に
入
っ
た
｡

十
月
三
十
日
'
｢ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
｣
編
『死
を
語
る

死
を
想
う
Ⅱ
』

(朝
日
新
聞
社
)
の
中
に
エ
ッ
セ
イ

｢初
孫
の
誕
生
を
待
ち
に
待
っ

て
い
た
父
で
あ
る
｡
夢
か
ら
覚
め
て
､
涙
が
漢
正
と
-
-
｣
が
収

録
さ
れ
る
｡
父
の
死
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
｡

平
成
二
年
(
一
九
九

°
)
(四
十
七
歳
)

四
月
五
目
､
『俳
句
を
楽
し
む
舛
恥脚
棚
句
』
(雄
山
閣
)
出
版
.

平
成
三
年
二

九
九

こ

(四
十
八
歳
)

十

一
月
二
十
五
日
へ
新
潮
選
書
の

一
冊
と
し
て

『俳
句
忠
臣
蔵
』

(新
潮
社
)
を
出
版
(書
き
下
し
)｡
俳
人
と
し
て
活
躍
し
た
義
士
た

ち
を
追
跡
'
検
証
し
た
も
の
｡
千
葉
点
字
図
書
館
に
お
い
て
点
訳

さ
れ
る
｡
本
書
の
中
で
義
士
俳
人
の

一
人
進
歩
を
寺
坂
吉
右
衛
門

で
あ
る
こ
と
を
検
証
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
後
日
'
平
成
六
年

(
一
九
九
四
)
の

｢歴
史
読
本
｣
(新
人
物
往
来
社
)
1
月
号
の

｢義

士
俳
人
と
し
て
の
寺
坂
吉
右
衛
門
｣
で
補
強
し
た
｡
本
書
に
つ
い

て
田
中
善
信
著

『芭
蕉
の
真
贋
』
(ぺ
り
か
ん
社
)'
井
上
隆
明
著

『東
北
･北
海
道
俳
詔
史
の
研
究
』
(新
典
社
)
等
で
言
及
さ
れ
'
各

氏
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
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平
成
四
年
(
l
九
九
二
)
(四
十
九
歳
)

三
月

一
日
､
神
奈
川
大
学
経
営
学
部
に
て
文
科
系
の
研
究
誌

｢麟

麟
｣
を
創
刊
'
十
七
号
ま
で
編
集
の
任
に
当
る
｡

十
月
二
十
日
刊

『俳
句
っ
て
何
?
』
(邑
書
林
)
の
編
集
に
携
わ
る
｡

｢あ
と
が
き
｣
を

｢私
は
'
異
端
の
俳
文
学
研
究
者
で
あ
る
こ
と

を
自
任
し
て
い
る
｣
と
の

一
文
か
ら
筆
を
起
し
て
い
る
｡
他
の
編

者
は
､
石
寒
太
･嶋
田
麻
紀
･辻
桃
子
･中
原
道
夫
の
四
民
｡

十

一
月
二
十
日
t
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
の

一
冊
と
し
て

『芭
蕉
俳
句

16
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』
(日
本
放
送
出
版
協
会
)
を
出
版
(書
き
下
し
)
0

担
当
編
集
者
は
'
佐
野
八
寿
人
民
｡
私
の
俳
論
研
究
の
'
芭
蕉
に

焦
点
を
絞
っ
て
の
エ
ッ
セ
ン
ス
｡
五
刷
ま
で
い
く
｡
比
較
的
不
特

定
多
数
の
読
者
に
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
｡

平
成
五
年
二

九
九
三
)
(五
十
歳
)

三
月
三
十

一
日
､
神
奈
川
大
学
経
営
学
部
に
て

｢神
大
俳
句
｣
を

創
刊
､
毎
年

一
回
発
行
｡
十
四
号
ま
で
編
集
の
任
に
当
る
｡

四
月

一
目
よ
り

一
年
間
'
国
内
研
修
｡
俳
句
文
学
館
に
て
日
野
草

城
の
調
査
｡

十

1
月
十
日
刊

『網
棚
歳
時
記
辞
典
』
(北
辰
堂
)
の
監
修
に
携
わ
る
.

五
十
音
順
の
季
語
辞
典
｡

十

一
月
三
十
日
'
『日
本
の
｢創
造
力
｣
⑭
復
興
と
繁
栄
へ
の
軌
跡
』

(N
H
K
出
版
)
に
て
｢俳
句
興
隆
に
尽
く
し
た
出
版
人
角
川
源
義
｣

を
執
筆
｡

平
成
六
年
(
一
九
九
四
)
(五
十

一
歳
)

二
月
十
日
､
同
志
社
大
学
文
学
部

一
九
九
四
年
度
入
学
試
験
問
題

の

｢国
語
｣
に
拙
論

｢謎
の
句
｣
(
『笑
い
と
謎
1

俳
詔
か
ら
俳
句

へ
ー
』
所
収
)
が
用
い
ら
れ
る
｡
百
五
十
点
満
点
中
'
九
十
点
の
問

題
｡
九
月
二
十
日
､
『プ
ロ
ア
マ
オ
ー
プ
ン
平
成
大
句
会
』
(N
H
K
出

版
)
に

｢神
奈
川
大
学
教
授
｣
(ア
マ
)
と
し
て
俳
句
三
句
が
収
録
さ

れ
る
｡
同
ペ
ー
ジ
に
プ
ロ
俳
人
三
橋
敏
雄
の
句
'
三
句
｡

十
月
二
十
日
'
『俳
人
た
ち
の
言
葉
』
(邑
書
林
)
出
版
｡
先
の
著
書

な

｢俳
人
名
言
集
｣
と
対
を
成
す
も
の
｡

平
成
七
年
(
I
九
九
五
)
(五
十
二
歳
)

八
月
二
十
日
刊

『現
代
俳
句
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
(雄
山
閣
)
の
編
集

に
携
わ
る
｡
他
に
編
者
と
し
て
斎
藤
慎
爾
･坪
内
稔
典
･夏
石
番
矢

三
氏
の
協
力
を
仰
ぐ
｡

八
月
二
十
九
日
刊

『激
論

俳
句
は
ど
う
な
る
』
(愛
媛
新
聞
社
)

に
執
筆
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
し
て
参
加
｡
他
の
メ
ン
バ
ー
は
'
篠

崎
圭
介
･高
野
公
彦
･坪
内
稔
典
･村
上
護
の
四
民
｡

平
成
八
年
二

九
九
六
)
(五
十
三
歳
)

八
月
二
十
日
'
夏
石
番
矢
氏
と
共
編
の

｢シ
リ
ー
ズ
俳
句
世
界
｣

の
第

一
巻

『
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
』
(雄
山
閣
)
が
出
版
さ
れ
る
｡
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
テ
ー
マ
別
の
俳
句
雑
誌
｡
全
八
巻
に
別
巻
二
巻
｡
平

LP



成
十
年
(
一
九
九
八
)
四
月
に
完
結
｡
毎
回
ゲ
ス
ト
編
者
を
招
い
た
｡

目
玉
は
､
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
鼎
談
(時
に
対
談
)｡
第

一
巻
は
'

上
野
千
鶴
子
氏
｡

十
月
二
十
日
､
『入
門

芭
蕉
の
読
み
方
』
(日
本
実
業
出
版
社
)
を

出
版
(書
き
下
し
)｡
私
の
芭
蕉
の
読
み
を
示
し
た
本
で
､
自
分
で

は
気
に
入
っ
て
い
る
が
'
評
判
に
は
な
ら
な
か
っ
た
｡

平
成
九
年
二

九
九
七
)
(五
十
四
歳
)

二
月
十
六
日
t
N
H
K
衛
星
第
2
T
V
の

｢週
刊
ブ

ッ
ク
レ

ビ
ュ
ー
｣
の
特
集
(
｢お
く
の
細
道
｣
を
読
む
)
に
出
演
｡
司
会
'

如
月
小
春
氏
'
ア
シ
ス
タ
ン
ト
'
小
山
裕
香
氏
｡

六
月
二
十
九
日
t
N
H
K
I
F
M
放
送

｢日
曜
喫
茶
室

梅
雨
空

や
笑
い
お
か
し
み
余
白
の
芸
｣
に
矢
野
誠

一
氏
と
と
も
に
ゲ
ス
ト

と
し
て
出
演
｡
他
に
安
野
光
雅
氏
t
は
か
ま
満
緒
氏
､
橋
本
尚
子

氏
が
レ
ギ

ュ
ラ
ー
陣
O

十
月
二
十
六
日
､
善
通
寺
市
で
行
わ
れ
た
国
民
文
化
祭
･か
が
わ

97
の
連
句
大
会
で
記
念
講
演
(｢連
句
は
ど
の
よ
う
に
し
て
読
ま
れ

た
か
｣)
を
行
う
｡

十
月
三
十
日
'
『現
代
俳
句
へ
の
問
い
か
け
』
(邑
書
林
)
を
出
版
｡

現
代
俳
句
に
関
し
て
の
'
は
じ
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
著
作
｡
装
丁
'

大
い
に
気
に
入
っ
て
い
る
が
'
校
正
ミ
ス
が
数
ヶ
所
あ
る
の
が
残

念
で
仕
方
が
な
い
｡

十

一
月
十
日
'
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
の

一
冊
と
し
て
の

｢芭
蕉
歳

時
記

堅
題
季
語
は
か
く
味
わ
う
べ
し
｣
(講
談
社
)
を
出
版
(書
き

あ
るが
ち
ょう
はく

下
し
)｡
担
当
編
集
者
は
､
横
山
建
城
氏
｡
有

賀

長

伯

著

｢初
学

和
歌
式
｣
(元
禄
九
年
刊
)
を
翻
刻
､
｢本
意
｣
と
し
て
示
し
た
と
こ

ろ
が
眼
目
O
｢日
本
経
済
新
聞
｣
の
書
評
欄
に
て
佐
佐
木
幸
綱
氏
が

評
価
し
て
下
さ
る
｡

平
成
十
年
(
一
九
九
八
)
(五
十
五
歳
)

四
月
二
十
五
日
'
邑
書
林
句
集
文
庫
の

一
冊
と
し
て
編
者
『精
選
季

題
別
芭
蕉
秀
句
』
(邑
書
林
)
を
出
版
｡
巻
末
に
付
し
た
(
『お
く
の

は
そ
道
』
全
句
鑑
賞
)
は
'
畏
友
､
日
刊
建
設
工
業
新
聞
社
企
画
局

長
高
垣
睦
城
氏
の
企
画
に
よ
り
同
紙
に
連
載
し
た
も
の
｡

七
月
二
十
七
日
､
｢朝
日
新
聞
｣
(夕
刊
)
の
｢テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
｣
欄

に

｢ユ
ー
ト
ピ
ア
集
団
目
指
し
超
結
社
の
俳
句
誌
を
発
行
｣
と
し

て
登
場
｡
学
芸
部
の
記
者
内
藤
藤
好
之
氏
の
取
材
｡
私
が
代
表
を

務
め
る
実
験
的
超
結
社
俳
句
集
団

｢鬼
｣
の
会
(ス
タ
ー
ト
は
妙
蓮

寺
俳
句
会
)
の
機
関
誌

｢鬼
｣
の
創
刊
は
､
本
年
五
月

一
日
｡
初
代

編
集
長
は
､
北
川
素
月
氏
'
二
代
編
集
長
は
'
擢
未
知
子
氏
､
三

代
編
集
長
は
'
平
千
枝
子
氏
｡
現
在
'
二
十
二
号
ま
で
刊
行
｡
私

の
俳
号
は
'
復
本
鬼
ケ
城
｡

十
月
二
十
日
t
N
H
K
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

一
冊
と
し
て

『江
戸
俳

句
夜
話
』
(日
本
放
送
出
版
協
会
)
を
出
版
｡
編
集
担
当
は
､
佐
野

八
寿
人
氏
｡
富
山
市
立
図
書
館
に
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
録
音
化
さ

れ
る
｡

9



平
成
十

一
年
二

九
九
九
)
(五
十
六
歳
)

一
月

一
日
'
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生
俳
句
大
賞
の
第

一
回
作
品

集
『17
音
の
青
春
』
(邑
書
林
)
刊
｡
私
は
'
宇
多
喜
代
子
･大
串
章
･

金
子
兜
太
･川
崎
展
宏
･鷹
羽
狩
行
の
各
氏
と
と
も
に
選
考
委
員
と

し
て
参
加
'
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
ね
る
｡
平
成
二
十

一
年
'

十
二
回
目
を
迎
え
る
｡

二
月
十
四
日
'
｢朝
日
新
聞
｣
に
エ
ッ
セ
イ

｢俳
句
を
読
む
｣
(俳

句
時
評
)
の
不
定
期
連
載
を
は
じ
め
る
｡
平
成
十
三
年
(二
〇
〇
一
)

二
月
十
八
日
ま
で
全
十

一
回
の
連
載
｡

四
月
十
日
'
『芭
蕉
の
言
葉

去
来
抄
新
々
講
』
(邑
書
林
)
を
出
版
｡

『去
来
抄
』
中
の

｢先
師
評
｣
の
注
釈
｡
か
な
り
私
見
を
提
示
し

得
た
よ
う
に
思
う
｡

四
月
十

一
日
t
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
の

｢N
H
K
俳
壇
｣
(主
宰
宇

多
喜
代
子
氏
)
に
寺
井
谷
子
氏
と
と
も
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
｡

司
会
は
'
小
林
照
彦
氏
｡

七
月
二
十
五
日
～
七
月
三
十
日
'
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

国
文
学
専
攻
に
て
｢国
文
学
特
論
Ⅲ
｣
を
講
ず
る
(集
中
講
義
)｡
講

義
題
目
は

｢芭
蕉
に
お
け
る

｢本
意
｣
の
超
克
｣｡
仁
平
道
明
東
北

大
学
教
授
の
招
き
に
よ
る
｡

九
月
二
十
二
日
'
神
奈
川
大
学
評
論
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の

一
冊
と
し

て

『俳
句
か
ら
見
た
俳
譜

子
規
に
と
っ
て
芭
蕉
と
は
何
か
』
(御

茶
の
水
書
房
)
を
出
版
(書
き
下
し
)｡
子
規
に
関
す
る
最
初
の
単

行
本
｡
編
集
担
当
は
'
黒
川
恵
子
氏
｡

十

一
月
二
十
日
へ
講
談
社
現
代
新
書
の

一
冊
と
し
て

『俳
句
と
川

柳
qrS
牡
㌍
川
柳
㌔
』
(講
談
社
)
を
出
版
す
る
(書
き
下
し
)O
編
集
担

当
は
'
岡
本
浩
睦
氏
｡
こ
の
本
は
t
N
H
K
衛
星
第
2
T
V
の
｢週

刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
｣
で
荻
野
ア
ン
ナ
氏
が
書
評
し
て
下
さ
っ
た

の
を
は
じ
め
と
し
て

｢日
本
経
済
新
聞
｣
書
評
欄
で
の
佐
佐
木
幸

綱
氏
の
書
評
等
'
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
し
て
下
さ
り
'
私
の

著
作
と
し
て
は
へ
今
ま
で
に
な
く
不
特
定
多
数
の
読
者
に
読
ま
れ

た
本
｡
福
岡
市
立
点
字
図
書
館
に
て
録
音
図
書
と
さ
れ
る
｡
俳
句

と
川
柳
の
違
い
を
'
｢切
れ
｣
の
有
無
の
視
点
よ
り
論
じ
た
も
の
｡

俳
句
界
'
川
柳
界
で
論
争
が
起
る
｡
只
今
'
八
刷
｡

平
成
十
二
年
(二
〇
〇
〇
)
(五
十
七
歳
)

一
月
二
十
八
日
t
N
H
K
第

一

｢四
国
発
ラ
ジ
オ
深
夜
便
｣
に
ゲ

ス
ト
と
し
て
出
演
｡
他
に
川
本
暗
嗣
･篠
崎
圭
介
･夏
井
い
つ
き
の

三
氏
が
出
演
｡
テ
ー
マ
は

｢俳
句
王
国
･松
山
を
語
る
｣｡
司
会
は
､

八
木
健
氏
｡

三
月
二
十
七
日
'
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
の
博
士
論

文
(松
井
貴
子
氏

｢写
生
の
変
容
-
フ
ォ
ン
タ
ネ
ジ
ー
か
ら
子
規
'

そ
し
て
直
哉
へ
｣
)
の
審
査
委
員
の

一
人
と
し
て
'
今
橋
映
子
･三

浦
篤
･
エ
リ
ス
俊
子
･川
本
胎
嗣
の
諸
先
生
と
'
東
京
大
学
駒
場

キ
ャ
ン
パ
ス
の
八
号
館
三

一
四
教
室
に
て
の
公
開
審
査
に
参
加
｡

博
士
論
文
審
査
委
員
に
推
輯
下
さ
っ
た
の
は
'
主
査
の
川
本
略
嗣

東
京
大
学
教
授
(現
大
手
前
大
学
学
長
)0

ノ♂



四
月
十
六
日
へ
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
の

｢N
H
K
俳
壇
｣
(主
宰
大

串
章
氏
)
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
｡
司
会
は
小
林
昭
彦
氏
｡

六
月
二
十
六
日
'
｢俳
句
源
流
考
-
俳
譜
発
句
論
の
試
み
-
｣
(愛

媛
新
聞
社
)
を
出
版
す
る
｡
A
5
判
'
八
百
八
ペ
ー
ジ
｡
｢発
句
と

は
何
か
｣
｢俳
句
と
は
何
か
｣
を
問
い
か
け
て
の
'
前
著

『本
質
論

と
し
て
の
近
世
俳
論
の
研
究
』
以
来
の
俳
論
研
究
の
集
大
成
｡
芭

蕉
判

『十
八
番
発
句
合
』
の
新
出
写
本
'
『去
来
抄
』
(故
実
)篇
の

新
出
写
本
を
翻
刻
紹
介
し
得
た
こ
と
は
'
研
究
者
と
し
て
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
｡
朝
日
新
聞
社
の
内
藤
好
之
氏
に
よ
れ
ば
'
大

仏
治
郎
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
由
｡

十

1
月
三
十
日
､
『俳
句
芸
術
論
』
(沖
積
舎
)
を
出
版
す
る
｡
構
成

も
装
丁
も
内
容
も
'
総
て
気
に
入
っ
て
い
る
評
論
集
｡

平
成
十
三
年
(二
〇
〇
こ
(五
十
八
歳
)

三
月

一
日
'
俳
誌

｢糸
瓜
｣
の
別
冊
と
し
て

｢子
規
･松
山
発
｣
を

篠
崎
圭
介
主
宰
と
と
も
に
編
む
｡
二
十
二
名
の
方
々
に
執
筆
を
依

頼
｡
七
月

一
日
､
N
H
K
第
二

｢N
H
K
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
｣
に
て
､

本
日
よ
り
五
回
連
続
で

｢正
岡
子
規
の
魅
力
-
子
規
百
回
忌
に
寄

せ
て
ー

｣
を
話
す
(午
後
八
時
よ
り
九
時
ま
で
'
毎
日
曜
日
)｡

九
月
二
十
日
､
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の

一
冊
と
し
て
の

『連

歌
論
集

能
楽
論
集

俳
論
集
』
(小
学
館
)
が
出
版
さ
れ
る
｡
｢俳

論
集
｣
に
お
い
て

『三
冊
子
』
の
校
注
･訳
を
担
当
(書
き
下
し
)0

特
に

｢赤
隻
紙
｣
の
構
成
上
の
読
み
に
対
し
て
'
従
来
と
は
全
く

異
な
る
見
解
を
示
し
て
み
た
｡
『去
来
抄
』
の
校
注
･訳
は
堀
切
実

氏
の
担
当
｡

九
月
二
十
八
日
へ
N
H
K
第

1

｢四
国
発
ラ
ジ
オ
深
夜
便
｣
に
ゲ

ス
ト
と
し
て
出
演
｡
他
に
坪
内
稔
典
･河
野
裕
子
･擢
未
知
子
の
三

氏
が
出
演
｡
テ
ー
マ
は

｢子
規
･ル
ネ
サ
ン
ス
｣｡
司
会
は
､
板
倉

卓
人
氏
｡

十
月
十
日
'
『知
的
に
楽
し
む
川
柳
』
(日
東
書
院
)
を
出
版
(書
き

下
し
)｡

一
部
分
を
前

｢オ
ー
ル
川
柳
｣
編
集
長
の
新
垣
紀
子
氏
に

協
力
い
た
だ
く
｡
四
日
市
市
立
図
書
館
点
字
図
書
館
に
て
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
録
音
化
さ
れ
る
｡

平
成
十
四
年
(二
〇
〇
二
)
(五
十
九
歳
)

四
月

一
日
よ
り

一
年
間
､
国
内
研
修
｡
俳
句
文
学
館
に
て
正
岡
子

規
の
調
査
｡

五
月
十
日
'
生
涯
学
習
の
ユ
ー
キ
ャ
ン
(U
I
C
A
N
)
の

｢俳
句

入
門
講
座
｣
監
修
者
と
な
り
テ
キ
ス
ト
三
冊
を
書
き
下
す
｡

六
月
二
十
日
'
『正
岡
子
規
･革
新
の
日
々
-
子
規
は
江
戸
俳
句
か

ら
何
を
学
ん
だ
か
-
』
(本
阿
弥
書
店
)
を
出
版
す
る
｡

六
月
二
十
日
'
『佐
藤
紅
禄

子
規
が
愛
し
た
俳
人
』
(岩
波
書
店

)
を
出
版
す
る
｡
編
集
担
当
は
'
吉
田
裕
氏
｡
佐
藤
愛
子
氏
よ
り

丁
寧
な
お
手
紙
を
い
た
だ
く
｡
有
馬
朗
人
(共
同
通
信
系
各
紙
)､

最
鍋
呉
夫
(
｢神
奈
川
大
学
評
論
｣
)'
佐
藤
愛
子
(
｢俳
句
｣
)'

ノノ



和
田
克
司
(
｢文
学
｣
)
'
片
山
由
美
子
(
｢鬼
｣
)
の
諸
氏
が
書
評

を
し
て
下
さ
る
｡

十
月
二
十
五
日
､
N
H
K
第

一

｢四
国
発
ラ
ジ
オ
深
夜
便
｣
に
ゲ

ス
ト
と
し
て
出
演
｡
他
に
仲
川
幸
男
･新
垣
紀
子
･大
西
泰
世
の
三

氏
が
出
演
｡
テ
ー
マ
は

｢川
柳
･改
革

一
〇
〇
年
｣
｡
司
会
は
'
板

倉
卓
人
民
｡

平
成
十
五
年
(二
〇
〇
三
)
(六
十
歳
)

四
月
八
日
､
編
集
に
携
わ
っ
た

『早
引
き
俳
句
季
語
辞
典
』
(三
省

壁
)
刊
｡
た
だ
し
､
編
集
と
い
う
よ
り
も
監
修
と
い
っ
た
か
か
わ

り
か
た
｡

四
月
十
二
日
よ
り
共
同
通
信
系
地
方
各
紙
で
エ
ッ
セ
イ

｢俳
句
は

い
ま
｣
(俳
句
時
評
)
の
連
載
を
月

一
回
で
開
始
｡
平
成
十
六
年
三

月
ま
で
｡

四
月
十
七
日
よ
り
評
論

｢芭
蕉
を
め
ぐ
る
三
十
人
｣
の
連
載
を
週

刊

｢お
く
の
は
そ
道
を
歩
く
｣
(角
川
書
店
)
で
開
始
｡
全
三
十
巻
｡

四
月
十
八
日
'
岩
波
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
ス
の

一
冊
と
し
て

『俳
句

実
践
講
義
』
(岩
波
書
店
)
を
出
版
(書
き
下
し
)｡
編
集
担
当
は
'

吉
田
裕
氏
｡
佐
佐
木
幸
綱
氏
が

｢日
本
経
済
新
聞
｣
に
て
い
ち
は

や
く
書
評
し
て
下
さ
る
｡

一
ケ
月
余
で
四
刷
と
い
う
'
私
の
本
と

し
て
は
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
増
刷
｡
目
下
､
七
刷
｡

九
月
五
日
'
還
暦
自
祝
と
し
て
の

『子
規
と
の
対
話
』
(邑
書
林
)

を
出
版
す
る
｡
邑
書
林
の
土
橋
嘉
子
･島
田
牙
城
氏
の
御
好
意
に

よ
る
も
の
｡

九
月
十
九
日
'
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
の

一
冊
と
し
て

『青
春
俳
句

を
よ
む
』
(岩
波
書
店
)
を
出
版
(書
き
下
し
)｡
編
集
担
当
は
'
堀

内
ま
ゆ
み
氏
｡

十
二
月

一
日
､
今
ま
で
の
著
作
活
動
に
よ
り
'
第
九
回
横
浜
文
学

賞
受
賞
｡

平
成
十
六
年
(二
〇
〇
四
)
(六
十

一
歳
)

三
月
二
十
日
､
『子
規
と
の
対
話
』
に
よ
り
第
六
回
加
藤
郁
乎
賞
受

賞
｡
四
月
二
十
日
'
監
修
の

『俳
句
の
花
図
鑑
』
(成
美
堂
出
版
)
刊
｡

七
月

一
日
､
芸
林
21
世
紀
文
庫
の

一
冊
と
し
て
'
編
著

『加
藤
鰍

部
句
集
』
(芸
林
書
房
)
出
版
｡
こ
の
書
は
'
詩
人
宗
左
近
先
生
の

御
推
椀
に
よ
る
も
の
｡

七
月
二
十
五
日
'
監
修
の

『季
節
の
こ
と
ば
辞
典
』
(柏
書
房
)
刊
｡

八
月
八
日
'
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
に
お
い
て

｢子
規
と
紅

緑
｣
を
講
演
｡

八
月
二
十
七
日
'
佐
佐
木
幸
綱
氏
と
共
編
の

『三
省
堂
名
歌
名
句

辞
典
』
(三
省
堂
)
刊
｡
編
集
担
当
は
'
松
本
裕
喜
氏
｡

九
月
十
七
日
'
編
集
顧
問
を
つ
と
め
る

｢
ユ
ー
キ
ャ
ン
俳
句
倶
楽

部
｣
創
刊
O
今
日
に
至
る
｡
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平
成
十
七
年
(二
〇
〇
五
)
(六
十
二
歳
)

1
月
二
十
日
､
講
談
社
現
代
新
書
の

l
冊
と
し
て

『俳
句
と
エ
ロ

ス
』
(講
談
社
)
を
出
版
す
る
｡
編
集
担
当
は
'
岡
本
浩
睦
氏
｡

四
月
十
日
'
監
修
の

『俳
句
の
鳥
･虫
図
鑑
』
(成
美
堂
出
版
)
刊
｡

四
月
三
日
､
｢産
経
新
聞
｣
(テ
ー
マ
川
柳
)
欄
の
選
者
と
な
る
｡
毎

週
日
曜
日
(平
成
二
十

一
年
三
月
よ
り
火
曜
日
に
変
更
)｡
今
日
に

至
る
｡

六
月
四
日
t
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ

｢N
H
K
短
歌
｣
に
佐
佐
木
幸

綱
氏
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
｡

六
月
二
十
日
'
『日
野
草
城

俳
句
を
変
え
た
男
』
(角
川
書
店
)
を

出
版
す
る
｡
編
集
担
当
は
'
倉
敦
子
氏
｡

九
月

一
日
'
佐
佐
木
幸
綱
氏
と
共
編
の

『三
省
堂
名
歌
名
句
辞
典
』

(三
省
堂
)
の

｢机
上
版
｣
刊
｡

平
成
十
八
年
(二
〇
〇
六
)
(六
十
三
歳
)

四
月

一
日
､
神
奈
川
文
学
振
興
会
の
評
議
員
と
な
る
｡
今
日
に
至

る
｡
四
月
二
十
五
日
'
監
修
の

『俳
句
の
魚
菜
図
鑑
』
(柏
書
房
)
刊
｡

七
月
三
十
日
'
青
森
近
代
文
学
館
(総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
)
に

て

｢正
岡
子
規
と
佐
藤
紅
緑
｣
と
題
し
て
講
演
｡

十
月
七
日
t
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ

｢N
H
K
俳
句
｣
に
稲
畑
汀
子

氏
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
｡

十
二
月
十
七
日
'
西
田
幾
太
郎
記
念
哲
学
館
に
て

｢芭
蕉
と
笑
い

さ
ぴ

-
俳
句
に
お
け
る
寂

と
滑
稽
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

平
成
十
九
年
(二
〇
〇
七
)
(六
十
四
歳
)

九
月

一
目
'
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て

｢陸
掲
南
と
正
岡

あ
と

子
規
｣
と
題
し
て
講
演
｡
そ
の
後

の

｢人
間
陸
掲
南
｣
を
テ
ー
マ

と
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
'
パ
ネ
リ
ス

ト
の
竹
田
美
喜
(松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
館
長
)
'
鎌
田
慧
(

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
)
'
本
田
逸
夫
(九
州
工
業
大
学
教
授
)
の
三
氏
に

は
じ
め
て
お
会
い
す
る
｡

九
月
十
日
'
『新
･俳
人
名
言
集
』
(春
秋
社
)
を
出
版
す
る
｡
平
成

元
年
刊

『俳
人
名
言
集
』
(朝
日
新
聞
社
)
を
増
補
･再
構
成
し
た
も

の
｡
編
集
担
当
は
､
松
滞
隆
氏
｡

十

一
月

一
目
'
青
春
新
書
の

一
冊
と
し
て

『
日
本
人
が
大
切
に
し

て
き
た
季
節
の
言
葉
』
(青
春
出
版
社
)
を
出
版
す
る
｡
担
当
編
集

者
は
､
福
田
尚
之
氏
｡
こ
の
書
､
多
く
の
方
々
に
読
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
'
現
在
'
五
刷
｡
『俳
句
と
川
柳
』
(講
談
社
現
代
新
書
)
を

凌
ぐ
勢
い
｡

十

一
月
二
十
八
日
'
『俳
句
の
発
見

正
岡
子
規
と
そ
の
時
代
』
(

N
H
K
出
版
)
を
出
版
す
る
｡
担
当
編
集
者
は
､
佐
野
八
寿
人
氏
｡

平
成
二
十
年
(二
〇
〇
八
)
(六
十
五
歳
)

一
月

一
日
'
文
化
庁
平
成
二
十
年
(第
五
十
九
回
)
芸
術
選
奨
推
薦

委
員
(評
論
等
部
門
)
と
な
る
｡
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五
月
五
日
'
｢朝
日
新
聞
｣
の
(う
た
を
よ
む
)
欄
に
エ
ッ
セ
イ

｢寺

山
修
司
と
母
の
五
月
｣
を
書
く
｡

六
月
二
十
日
'
監
修
の

『早
引
き
俳
句
用
字
辞
典
』
(三
省
堂
)
刊
｡

八
月
三
十
日
'
柿
衛
文
庫
に
て

｢美
し
い
季
節
の
言
葉
-
歳
時
記

今
昔
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

九
月
五
日
'
『芥
川
龍
之
介
全
集
』
(岩
波
書
店
)
第
二
十

一
巻
の

｢月
報
｣
を
書
く
｡
題
は

｢子
規
は
即
ち
昇
ら
ん
と
す
る
の
月
｣
｡

平
成
二
十

一
年
(二
〇
〇
九
)
(六
十
六
歳
)

一
月

一
日
'
昨
年
に
続
い
て
､
文
化
庁
平
成
二
十

一
年
(第
六
十
回
)

芸
術
選
奨
推
薦
委
員
(評
論
等
部
門
)
と
な
る
｡

三
月
二
十
五
日
'
『余
は
'
交
際
を
好
む
者
な
り

正
岡
子
規
と
十

人
の
俳
士
』
(岩
波
書
店
)
を
出
版
す
る
｡
編
集
担
当
は
吉
田
裕
氏
｡

三
月
二
十
七
日
'
『復
本

一
郎
芭
蕉
論
集
成

芭
蕉
と
の
対
話
』
(

沖
積
舎
)
を
出
版
す
る
｡
編
集
担
当
は
沖
山
隆
久
氏
｡

三
月
三
十

一
日
'
神
奈
川
大
学
(経
営
学
部
)
を
早
期
定
年
退
職
す

る
｡
悔
ゆ
る
こ
と
な
し
｡
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